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屋内で聞き取りづらい防災行政無線を直接受信できる

防災ラジオのあっせん・購入費助成受付開始！！

いのちを守る
胃がん対策

ピロリ菌・ペプシノゲン
検査費用を助成！！

　緊急情報を伝える屋外スピーカーからの音声は、「室内では良く聞こえな
い！声が聞き取りづらい！」などの指摘が多くありました。
　その声に応えるため公明党は、品川区からの防災・緊急情報を室内で自動
的に受信できる『防災ラジオ』の提供を要望し、平成２４年度予算で実現。
７月２日よりあっせん・購入費助成の受付が始まりました。

一般区民

高齢者がいる世帯
障がい者がいる世帯
低所得世帯

補助率補助区分 あっせん販売価格

1/2補助

3/4補助

4,000円

2,000円

【仕　様】
販売元　船山株式会社
サイズ　192mm(W)×116mm(H)×70mm(D)
重　さ　約800g( 電池含む )
電　源　ＡＣアダプター、単三電池 (4本 )、
　　　　内蔵ニッケル水素充電池 (3本 )
アンテナ　約1mのロッドアンテナ
付属品　ＡＣアダプター、取扱説明書

※写真はイメージです。実際のものとは異なる場合があります。

防災行政
無線放送を
受信すると、
自動的に
放送開始！

手巻き式
発電機を搭載！
停電時でも連続
最大９時間
駆動！

LEDの
簡易
懐中電灯
も装備！ もちろん

AM/FM
ラジオも
聞ける！
あっせん販売価格

申込み方法
住所、氏名、年齢、補助区分、数量、電話番号および必要書類を窓口に持参するか、
ファックス、郵送でお申込みください。
 申込み期間  平成２５年３月１０日まで
 申込み宛先  品川区 防災まちづくり事業部 防災課　〒140-8715品川区広町2-1-36
　　　　　　TEL 03-5742-6695　FAX 03-3777-1181

 問い合わせ  品川区 健康課　TEL 03-5742-6743

　胃がん発症原因の９割はピロリ菌の感染で、現在６０
歳以上の日本人の６０％以上が感染していると言われて
います。ピロリ菌の感染の有無を調べるピロリ菌抗体検
査や、胃の収縮度を調べる血中ペプシノゲン測定などの
検査を行うことで、胃がんの発症リスクを調べることが
できます。
　公明党は、受診者の身体的負担も軽く、簡易な方法で
行うことができる上記の２種類の検査に対する助成を要
望し、平成２４年予算で実現。７月中旬より対象者に受
診券の送付が始まりました。

※通常価格は１台8,000円です。
※世帯で２台目以降の購入については１台8,000円
　になります。
※配送は10月中旬以降になります。
※代金は製品配送時に配送業者へお支払いください。

対　象　者 50・55・60・65・70・75歳の区民

対象者に受診券が送付されますので、指定の
医療機関で検査を受けてください

700円（助成なしだと、通常3,500円程度）

検 診 方 法

自己負担額

交通事故から
子どもたちを守る

児童の交通安全の確保を！
　全国で児童等が犠牲にな
る痛ましい交通事故が多発
し、社会問題となっていま
す。公明党は、これまで以
上に交通安全対策の強化を
図り、悲惨な事故から子ど
もたちを守っていくよう、
５月２３日に区長に対して
申し入れを行いました。
１．通学路安全調査・点検
　  通学路総点検やアンケートの実施、協議会の設置などで安全対
　  策を強化
２．交通ルール順守の更なる徹底と意識向上
　  交通安全教室等の開催や保護者への交通安全情報発信を拡充
３．その他の交通安全対策
　  ・歩道と車道の段差を解消し歩行者等の転倒を防止
　  ・自転車ヘルメットのあっせんまたは貸与
　  ・「８３運動」の拡充

携帯電話
への充電
も可能！

公明党の提案で実現！

公明党の提案で実現！ 区長へ申し入れ提出！



皆さまの声をお聞かせください。 お気軽に、ご意見・ご要望をお寄せください。
info@shinagawa-komei.org03（5742）6817

若林 ひろき
わ　か　ばやし

常任

住所：平塚2-7-13　電話：3785-4812
メール：h.wakabayashi@shinagawa-komei.org

公
明
党
の
区
議
会
議
員

こんの 孝子
た か 　 こ

常任

住所：大井6-13-1-212　電話：3773-7507
メール：t.konno@shinagawa-komei.org

厚生委員会

文教委員会（委員長）

たけうち 忍
しのぶ

常任

住所：豊町3-7-6-201　電話：3788-2069
メール：s.takeuchi@shinagawa-komei.org

特別

塚本 よしひろ
つ か  も と

常任

住所：西品川2-24-21　電話：3492-2590
メール：y.tsukamoto@shinagawa-komei.org

特別

区民委員会
震災対策特別委員会

厚生委員会
行財政改革特別委員会

特別 行財政改革特別委員会

特別 行財政改革特別委員会（委員長）山元 けい子
や ま  も と

常任

住所：東大井1-2-13　電話：3472-5086
メール：k.yamamoto@shinagawa-komei.org

あくつ 広王
ひ ろ 　 お

常任

住所：南品川5-16-50-210　電話：3471-5869
メール：h.akutsu@shinagawa-komei.org

特別

総務委員会（副委員長）

総務委員会
震災対策特別委員会

浅野 ひろゆき
あ さ 　 の

常任

住所：平塚3-9-17　電話：3787-7319
メール：h.asano@shinagawa-komei.org

つる 伸一郎
し ん  い ち  ろ う 常任

住所：小山台1-30-3-206　電話：6412-7707
メール：s.tsuru@shinagawa-komei.org

建設委員会

文教委員会

Eメール電 話 03（3774）3366FAX

公
明
党
の
区
議
会
議
員

約8,500万円

約1,100万円

約990万円

約5,860万円

その他

木造密集地域の防災対策強化

津波・高潮対策の強化

高層マンション・一般住宅の防災力向上

災害対策拠点の機能強化

約２億1,480万円

● 児童図書の蔵書充実・書評コーナーの設置などで活字文化の復興
● フェイスブックの活用や広報用バックパネルで広報活動の充実
● セーフコミュニティ・インターナショナルセーフスクール認証の取得
● 太陽光パネル設置の推進・国の温暖化対策補助金制度の区民への広報

　品川区議会公明党は行政視察で地方を訪れ、他の自治体か
ら学んだ知見を品川区政に活かすよう努めています。
　４月から５月にかけて、下記の地方視察を実施しました。
４月１９日～２０日　奈良県
●奈良市議会の市民に開かれた議会への取り組み
●奈良マラソンによる地域活性化への取り組み
４月２０日　京都府
●中小企業活性化のための京都試作ネットの取り組み
５月１７日～１８日　佐賀県 武雄市
●Facebookの活用による住民とのコミュニケーションの強化
●図書館での電子図書用iPad貸し出し事業
　これら視察の成果は、議会での質問や政策の立案に反映し
て、品川区政のサービス向上に役立てています。

活発に行政視察を実施 活発に行政視察を実施 活発に行政視察を実施 活発に行政視察を実施 

平成２４年度6月補正予算が決定

①木密地域不燃化１０年プロジェクト先行実施地区整備プログラム作成
　（東中延１・２丁目、中延２・３丁目を予定）
②老朽木造建築物除却による建替え支援
　（二葉３丁目、豊町５丁目を対象に除却工事費全額を助成、上限あり）
③住宅改善工事助成の対象工事の拡充
　（木密地域内で屋根の軽量化工事と耐火パネル設置等工事を助成対
　 象に加える。工事費の１０％、上限あり）
④不燃化促進区域（戸越公園一帯周辺地区）の準耐火建築物を対象
　に助成の拡大
　（戸越２・４・５丁目、豊町１・２・３丁目）
⑤初期消火体制強化のためスタンドパイプの配備と街頭消火器の増設
　（消火栓・排水栓と消火ホースを接続するスタンドパイプを町会や　
　 学校に配備）
⑥スプレー式消火具の配付
　（旗の台・中延地区、東中延１・２丁目、中延２・３丁目地区、 二葉３・
　 ４丁目、西大井６丁目地区、豊町４・５・６丁目地区）

①浸水想定区域の被害状況の分析と避難ルートの影響把握等
②対象区民等へのわかりやすい情報提供

①災害時に自立した生活を送るためのマニュアル整備と
　パンフレットの作成等

②マンション管理組合の防災対策等検討交流会の創設
③［仮称］住宅耐震化促進協議会の創設
　（相談体制の整備と個別訪問によるアドバイス）
④家具転倒防止器具取り付け推進
　（家具転倒防止対策助成事業の対象外の一般区民への啓発・周知）
⑤品川シェルター普及促進（１／５の模型を作製し、展示を実施）

①区役所総合庁舎の非常用発電機の充実
　（運転時間を２５時間→１１０時間に延長）
②区役所の非構造部材（天井材・照明器具・窓ガラス等）の耐震点検

歯科医師会館耐震工事費の貸付や避難所等の整備、用地取得

新たな被害想定（東京都発表）を受け、防災対策に3億7,93０万円
　公明党は、昨年の東日本大震災や本年４月に都が発表した被害想定
を受け、防災対策のさらなる強化を訴えてまいりました。今回の補正予
算で、不燃化対策や住宅改善工事助成の拡大など提案が実現しました。

区有施設等の修繕はスピーディに実施すること。また、学校での防災教育
の充実や「消防バイク」の導入などで防災力を強化すること。
修繕の財源確保に努め、迅速・的確に遂行する。防災教育の充実・定着を
目指す。都に対して消防活動に万全を期すように働きかけていく。

質
問

答
弁

子育て支援策として、妊婦タクシー制度、多目的トイレの完備、ワクチン接
種の公費助成などで、子育て環境や子育て世代への支援を充実すること。
妊婦タクシーについては民間サービスの情報収集と提供に努める。多目的
トイレは工夫して拡大する。ワクチン接種の公費助成は国に働きかける。

質
問

答
弁

危険な場所を洗い出す「ヒヤリ・ハットアンケート」を実施し、「ヒヤリ地図」
を整備すること。スクールゾーンの点検や取り締まりを強化すること。
各学校からの情報を共有し、警察との連携などで交通安全対策の強化に努
める。自転車事故防止については保護者への啓発と協力依頼を進める。

質
問

答
弁

消防バイクの導入などで防災力の強化を！

妊婦タクシーの導入などで子育て支援の充実を！

通学路の点検などで児童の交通安全対策の推進を！

そのほかの質問事項は以下の通りです。

防災力の強化、児童の交通安全対策等を要望！
第２回定例会 一般質問


